
 

 

 

 

◇ 横代中学校「令和５年度スクールプラン」の紹介 ◇ 

昨年度の成果と課題を踏まえ、スモールステップアップを目指した「令和５年度スクールプラン」を作成し

ました。要点を下記の表にまとめました。３つの視点ごとに生徒アンケートでの達成目標を設定し、重点的・

具体的な取り組みを考え、実行していきます。 

視 点 生活アンケート等での達成目標と肯定的回答の割合 重点的・具体的な取り組み 

学力 

体力 

向上 

① 「課題に対して、自ら考え、自分から取り組ん

でいる」 ８０％以上 

② 「先生は分からないところを分かるまで教え

てくれる」 ８０％以上 

③ 「学級活動における学級の話し合いにしっか

り取り組んでいる」 

 ８０％以上 

④ 「学校の体育の授業以外に、運動を一週間

で合計６０分以上行っている」 ９０％以上 

 

①「考える」「まとめ」「振り返り」の各場面でＩＣＴ

を活用し、自分の考えを表出できるようにする。 

②基礎学力テスト、朝自習テストを定期的に実

施。また、朝自習、自学ノートによる家庭学習の 

充実を図る。 

➂授業で、「書く活動」を習慣づけ、生徒が自分

の考えを表出できるようにする。 

④保健体育の授業で、アドバイスだけでなく、達成

したときの褒める質を高め運動への意欲を高め

る。 

長欠・ 

不 登 校

対策 

① 「学校は楽しく過ごすことができています

か。」 ９５％以上 

② 「学校は安心・安全に過ごすことができてい

ますか。」 ９５％以上 

➀➁・いじめ防止に取り組み、生徒が安心して 

学校生活が送れるようにする。 

・長欠・不登校対策を生徒指導、特別支援教育推進委

員会で取り組む。 

心の 

育ち 

➀「自分に良いところがある」 

８０％以上 

① 「先生や友達はあなたの良いところを認めて 

くれている」 ９0％以上 

➀➁・自己肯定感や他の人の大切さを認める人

権感覚を身に付けられる授業を展開する。 

・気持ちの良いあいさつ、清掃活動、ボランティア

活動を通じて心豊かな生活を送れるようにする。 

◇ ２年生救命救急講習会の実施 ◇ 

 ５月３１日（水）本校体育館で、小倉南消防署やスタッフの方を招き、 

２年生向けに「救命救急講習会」が実施されました。心臓マッサージや 

ＡＥDの使い方を生徒一人一人が体験

できました。講習後の３組久保凜さんの

お礼の言葉です。「今日は、救急救命

の大切さを知りました。救急車が来るま

でに１０分かかると知り、ＡＥD の使い方や心肺蘇生法を今日習ったの

で、倒れた人がいたら命を救う手助けをしたいです。」 
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【７月行事予定】 

１（土）中体連区内大会 

（野球・卓球・バスケット・テニス） 

２（日）中体連区内大会 

（卓球・バスケット） 

３（月）⑤⑥暴力排除教室 

４（火）平和に関する指導 

７（金）生徒総会 

８（土）中体連区内大会（バレー） 

市内大会（剣道） 

９（日）中体連区内大会（バレー） 

市内大会（剣道・新体操） 

１３（木）、１４（金）、１８（火）、１９（水） 

保護者懇談会 

１５（土）、１６（日） 

中体連市内大会 

（陸上・卓球・野球・テニス・剣道） 

２０（水）終業式 

 ３年生修学旅行の実施  

 ５月１６日（火）～１８日（木）で２泊３日の修学旅行を実施しました。見学地

は、兵庫、京都、奈良と関西地方を回ってきました。３年生にとっては、中学校で

の初めての宿泊行事で、感染対策に気を配りながらの３日間となりました。 

１日目は、小倉駅から新幹線に乗り、姫路駅で降り、まず、姫路城を見学しました。白鷺城の別名どおり、

美しく優美なお城でした。生徒は、狭い階段を上りつめ、天守閣から姫路の街を望むことができました。その

後、バスで神戸に移動し、南京町で自由行動をしました。飲茶を体験し、異国情緒を味わうことができまし

た。１泊目の宿は東条湖のホテルで、夕食はバイキング、デザートもたっぷりと生徒は大満足の様子でした。 

２日目は、京都に移動し、まず清水寺を見学しました。この日は夏日となり、気温も高い中、生徒は見学後

の参道で土産物の買い物を楽しんでいました。昼食後は金閣寺を見学し、その後、嵐山に移動しました。写

真撮影後は自由散策を楽しんでいました。男子の中には、鴨川の水に足をつけ、涼を感じていました。２泊

目の宿は奈良の立派なホテルで生徒は大浴場で１日の汗を流しました。 

３日目は、奈良公園、東大寺南大門、大仏殿を見学後、鹿とのふれあいタイム

でした。鹿せんべいを持った生徒が鹿にまとわりつかれ、見ていて和やかな時

間となりました。その後、薬師寺に移動し、お坊さんの説法を体験し、新大阪駅

から小倉に帰ってきました。 ３日目の関西は夏日でしたが、小倉は雨で涼しく、生徒の修学旅行の熱気を

冷ましてくれるようでした。保護者の皆様のご協力で、思い出に残る２泊３日の修学旅行となりました。 

 
校長のひとりごと ～なぜ英語を学ぶのか～ 
  昨年の修学旅行は他校で中国地方を回りましたので、関西の修

学旅行は久しぶりでした。驚きは、３日間どこの見学地に行っても外

国人観光客の多いことです。清水寺では、レンタルでしょうか、和服

を着た外国人の男女を多く見かけ、どの方も楽しそうで、日本の文

化を堪能（たんのう）している様子でした。そこで考えたことは日本

の良さです。まず、安心安全、治安が良いと言うことです。次に伝統

文化がほどよく残されていることです。外国人の方にとって日本は

世界の中でも魅力的な観光地の１つなのです。 

歴史を振り返りますと安土桃山時代から江戸初期にもインバウン

ドの時代がありました。命がけで当時の黄金の国ジパングを訪れた

のはポルトガル人やスペイン人の宣教師でキリスト教の布教、その

後の貿易を目的としていました。国際語はスペイン語の時代です。さ

て、現代の国際語は英語です。私はコロナ前の東京、新宿のマクド

ナルドで、どう見ても高校生の店員さんが英語で上手に接客をして

いるのを見ました。生徒の皆さん、これからの時代、英語を話せると

世界が大きく広がること間違いありません。本校自慢の 4人の英語

の先生、そして、ALTのディリーさんからしっかりと英語を学んでくだ

さい。もう一方、英語を話せる先生がいることも付け加えておきます。 

 


